えんじゃ くせい でい こざん ねんち やう 

燕雀 生と いふ 人、 「文芸 春秋」 三月 号に 泥 古 残念 帖 

しゅこう 

と 言 ふ もの を 寄せたり。 この 帖を 見る に 我等の 首肯し 

難き 事 二三 あれば、 左に その 二三 を 記し、 燕雀 生の 下 

問 を 仰がん。 

しゅんだ い 

(一) 春 台 の 語、 老子に 出で たりと は 聞え たり。 老子 

き き た いらう をう ける がごと し しゅんだ いに のぼるが ごとし 

に 「衆人 熙々。 如享 太牢。 如 登 春 台」 と ある 

は 疑 ひなし。 然れ ども 春 台 を 「天子が 侍 姫に 戯 るる 

処」 とする は 何の 出典に 依る か。 愚考に よれば 春 台 は 

ほか 

礼 部の 異名な り。 礼 部 は 春 台の 外に も容 台と も 言 ひ、 

南 省と も 言 ひ、 礼闈 とも 言 ふ。 春の 字が ついた とて、 

いつも 女に 関係 ありと は 限らず。 宋の画 苑に春 宫秘戯 



図 ある 故、 枕 草紙 を春宫 とも 言へ ど、 春宫は 元来 東宮 

のこと なり。 

(二) 才人 を 女官の 名と する も 聞え たり。 才人の 官、 

しん はじま なま 

晉の武 帝に 創り、 宋 時に 至って 尚 之 を 沿 用す。 然れ 

ども 才子 を 才人と 称しても 差 支へ なき は 勿論な リ。 辞 

なほ さ いしと いふ 

源に も 「有 才之人 曰 才人。 猶言 才子」 と ある を 見て 知 

るべ し。 燕雀 生は必 しも 才人と 言って はならぬ と 言 は 

ず、 しかしなら ぬと 言 はぬ うちに もなら ぬらしき ひ 吻 

あれば、 下問 を 仰ぐ こと 上の 如し。 

(三) 佐 藤 春 夫、 「キ イツの 艷 書の 競売に 附 せらる る 日」 

ふ ちん 

と 題す る 詩を賦 したりと は 聞えず。 賦 すと は 其 事を陳 



ずるな り。 転じて 只 詩 を 作る に 用 ふ。 然れ ども、 キイ 

ッ云々 の 詩 はォス カァ. ワイルドの 作 なれば、 佐 藤 春 

夫の 賦す箬 なし。 それ を賦 したと 言 はれて は、 佐 藤 春 

夫 も 迷惑な らん。 賦 すに 訳す の 意 あり や 否や、 あらば 

こラ とう 

叩頭 百 拝すべし。 

(四) 門下 を 食客の 意と は 聞え たり。 平原 君に 食客 門 

下 多 かりし 事、 史記 にある は 言 ふ を 待たず。 然れ ども 

じょせ いろ をす ぎけい をき く ついに こうて もんかに とどまる 

後 漢書 承宫 伝に 「過 徐盛慮 聴 経 遂請留 門下」 と あ 

リ。 門弟 子の 意なる は 勿論な リ。 然 らば 誰 それの 門下 

を 以て 居る も 差 支へ なき 害に あらず や。 「青雲の志 あ 

る 者の 軽々 しく 口にすべき 語に あらず」 と は 燕雀 生の 



独り合点 なり。 

文芸 春秋の 読者に は 少年の 人 も 多 かるべし。 斯る読 

者 は 泥 古 残念 帖 にも 誤られ 易き もの なれば、 斯て 念に 

ねんに はねん を いれち やう 

は 念 を 入れて 「念 仁 波 念 遠 入 礼帖」 を艸 する こと 然リ。 

、-. つ 

1、 島 . 1, 一 一 

(大正 十四 年 四月) 
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